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臨
時
評
議
員
会
終
わ
る

Ｗ
．
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
と
の

　
　
業
務
委
託
契
約
が
成
立

新
会
員
募
集
中
！

ＯＭＵＰが発足して早や半年が過ぎました。そこ
で、OMUP発足時にお手本とさせていただいた三重
大学出版会から、当出版会設立にご尽力された阿
閉氏を招き、三重大学出版会設立に際する苦労話
やその意義について特別講演していただきました。

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
か
ら
出
版
を
！

　去る７月27日、大阪市立大学学
術情報総合センター会議室において、
OMUP臨時評議会に先立ち、三重大学
出版会常務理事（工学部教授）阿
閉義一氏による特別講演があった。
当日は会員の集まりは良くなかっ
たものの、今日の大学の在り方に
も深くかかわる大学出版活動につ
いて参加者には深い感銘を与える
ものであった。
　以下はその概要である。

　三重大学は人文学部、教育学部、
医学部、工学部、生物資源学部の
５学部、教員数約700人から構成す
る中規模の国立大学である。その
地方大学として生き残りをかけた
活動の一つとして既に10年前に出
版会を立ち上げた。国立大学とし
ては東大（51年）、北大（70年）、
九大（75年）、名大（85年）に続く
ものとして計画したが、京大（78年）
および他の旧帝大である東北大・
阪大にも先を越され、第８番目の
大学出版会となった。当初は困難
な点もあったが、過去10年で58点を
出版し、国立大学独立法人化の昨今、
株式会社に移行することを決定す
るに至った。
　出版会の規約は極めてゆるやかで、
任意団体（学会方式）として立ち
上げ学内教員の約40％の参加を得
ている。役員は無報酬、会員のボ
ランティアである。出版のやり方
は労力少なく、著者がコンピュー
ター原稿を完成させることを原則
とし、一部は編集部が学生アルバ
イトを使ってお手伝いする程度で
ある。必ず売れるものを出版する
ことがモットーで、教科書および
副読本、あるいは定年退官教官の
記念出版等となっている。当初100
万円でスタートした出資金が減ら
ない状況で推移してきたが、株式
会社に移行するために会員増資を
募ったところ、すでに400万円を超え、
1000万円になる目途も立った。それ
程までに学内教員の賛同が得られ
るまでに実績を積むことの出来た
10年であった。現在TLO等大学の独

立法人化の中にあって現職教員の一
般企業との兼業可能への道も含め極
めて流動的であり、シンクタンクと
しての学術書刊行は大学にこそ与え
るべき知的表現として重要度が増し
つつある。
　冒頭にも言ったように出版会は大
学の教育改革の一貫として位置付け
られたもので、これまで三重大学が
実施して来たものを紹介しておく。
　最初はパンキョウ（一般教育のこ
と）を中心とした、教養の改革は全
国では(国立99大学中)32から35番目
だった。それを機に物理工学科を創
立させたのは全国で３番目であった。
　昨今のＡＯ入試は６番目で本年か
ら、インターネット大学講義も99年
から８テーマで系統的に進めている。

　講演の最後に般若心経の一節を大
学のあり方に当てはめ、あふれんば
かりの熱弁に聴衆は感銘のうちに聞
き入り、講演終了後の臨時評議員会
が時間変更を余儀なくされるほどで
あった。ＯＭＵＰでは、今後の機会
を見てこの様な学術講演を持つよう
努めることにしている。（足立泰二）

特別講演　�
「大学における学術書刊行のすすめ　－三重大学の事例－」　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　三重大学出版会常務理事（同大学工学部教授）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿閉　義一氏
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第
一
回
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
サ
ロ
ン�

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
る

　かねてからお知らせしていましたＯＭＵＰホームページ
が、８月末に開設されました。ＯＭＵＰの活動状況や出版
状況を見ることができます。さらに、ホームページ上に会
員登録に関する情報や規約も掲載されていますので、まだ
会員になられていない方に、是非ご紹介ください。具体的
な活動内容は、掲載されているニュースレターでもご覧に
なることができます。

ＯＭＵＰホームページついに開設

URL：http://www.cygnus.jimbun.osaka-wu.ac.jp/  OMUP～

NEW!

　
平
成
13
年
７
月
27
日
、
午
後
４
時
半
か

ら
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ

ー
10
Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
設

立
後
最
初
の
評
議
員
会
が
成
立
し
た
。

　
当
日
は
、
設
立
後
の
承
認
事
項
と
し
て

の
議
題
案
件
の
処
理
が
主
な
も
の
で
あ
っ

て
、
概
要
左
記
の
点
が
特
段
の
質
疑
も
な

く
終
了
し
た
。

【
承
認
議
題
案
件
】

一
、
評
議
員
の
承
認

一
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て

一
、
刊
行
推
進
に
つ
い
て

　
第
一
の
議
題
、
評
議
員
の
任
命
に
つ

い
て
は
、

・
設
立
時
世
話
人
は
全
員
評
議
員
と
し

て
任
命
す
る
。

・
設
立
時
以
降
出
資
者
も
評
議
員
と
し

て
任
命
す
る
。

と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

出
資
者
全
員
に
、
自
分
た
ち
の
出
版
会

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
促
す
こ
と
を
ね

ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

　
第
二
に
、
現
状
報
告
と
会
員
拡
大
に

つ
い
て
足
立
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
ず
現
状
報
告
と
し
て
、
Ｗ
・
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
に

年
間
30
万
円
で
広
報
部
門
、
日
常
業
務

全
般
を
委
託
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

広
報
活
動
と
し
て
は
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の

適
宜
発
行
と
、
今
後

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立

ち
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
続
い
て
、

会
員
拡
大
に
つ
い
て
、

原
資
が
不
足
し
て
お

り
、
会
員
を
拡
大
し
、

出
資
金
を
増
額
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
の

認
識
が
示
さ
れ
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
各
大
学
同
窓
会
、

企
業
な
ど
へ
働
き
か
け
、
出
資
金
の
増

額
を
図
り
た
い
と
し
、
評
議
員
に
会
員

拡
大
の
認
識
を
訴
え
た
。

　
第
三
の
議
題
、
図
書
刊
行
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
年
間
10
冊
刊
行
を
目
指
す

こ
と
、
府
民
、
市
民
講
座
に
働
き
か
け

る
こ
と
に
よ
る
図
書
刊
行
推
進
を
目
指

す
こ
と
、
が
示
さ
れ
た
。
続
い
て
、
事

例
報
告
と
し
て
、
６
月
末
に
出
版
さ
れ

た
第
１
回
出
版
物
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た
。
当
企
画
は
、
当
初
自
費
出
版

の
予
定
で
、
５
年
間
温
め
ら
れ
て
い
た

企
画
。
大
手
出
版
社
で
は
、
３
０
０
部
発

行
で
、
出
版
費
用
は
３
０
０
万
円
で
あ
っ

た
が
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
で
出
版
し
た
と
こ
ろ
、

３
０
０
部
で
、
出
版
費
用
は
１
５
０
万
円
。

印
税
は
取
ら
ず
、
定
価
三
千
円
で
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
評
議
員

に
対
し
、
図
書
刊
行
推
進
の
認
識
を
訴

え
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
な
お
、
評
議
員
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
、

三
重
大
学
出
版
会
常
務
理
事
（
同
大
学

工
学
部
教
授
）
阿
閉
義
一
氏
の
特
別
講

演
会
「
大
学
に
お
け
る
学
術
書
刊
行
の

す
す
め
　
│
三
重
大
学
の
事
例
│
」
で
は
、

そ
の
熱
い
語
り
口
に
聴
衆
み
な
引
き
込

ま
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
（
特
集
参
照
）

　
さ
ら
に
、
評
議
員
会
終
了
後
、
同
セ
ン

タ
ー
１
階
の
「
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
」
で
懇

親
会
が
持
た
れ
、
出
版
計
画
そ
の
他
貴

重
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、
有
意
義
で

あ
っ
た
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
出
版
物
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
著
者
の
一
人
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
ヴ
ィ
ン
校
フ
ラ
ン
ツ
・

ホ
フ
マ
ン
教
授
を
囲
ん
だ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
サ

ロ
ン
が
去
る
７
月
18
日
、
午
後
６
時
か

ら
大
阪
女
子
大
学
近
接
の
仁
徳
陵
前
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｇ
ｏ
ｒ
ｙ
ｏ
」
で
開
催

さ
れ
た
。
出
席
者
18
人
で
は
あ
っ
た
が

和
や
か
な
中
に
も
、
ホ
フ
マ
ン
氏
の
植

物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
寄
せ
る
思

い
の
一
端
を
聞
く
こ
と

が
出
来
た
。

　
な
お
同
氏
は
著
者
の

一
人
で
あ
る
足
立
泰
二

氏
と
は
30
年
来
の
友
人

で
、
今
般
も
日
本
学
術

振
興
会
の
招
き
で
大
阪

府
立
大
学
に
一
ヶ
月
滞

在
し
、
教
員
と
の
共
同

研
究
に
加
わ
り
、
学
生
、

若
手
研
究
者
へ
の
講
義
・
講
演
を
担
当
し

た
。
当
サ
ロ
ン
の
翌
日
離
日
し
、
又
来
秋

に
は
訪
日
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
で
は
、
目
下
、
二
、
三
の
出

版
企
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
か

ら
の
企
画
提
案
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

見
積
も
り
等
、
具
体
的
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
理
事
、
常
務
、
編
集
部
員
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ

Ｐ
の
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

専
用
ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
下
記
の
通
り

で
す
。


